144V1付属証明書
エコマーク商品類型No.144「革製衣料品・手袋・ベルトVersion1」付属証明書

本付属証明書は、エコマーク商品類型No.144「革製衣料品・手袋・ベルトVersion1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）




	＜付属証明書の作成方法＞
1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。
2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
※ 各証明書の作成は「記入表」を参照して下さい。
3．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。
4．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図


エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図（書式自由・エコマーク認定番号または使用契約者名が確認できる原稿）をご提出下さい。

	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】



	項目
	記入欄
（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社
※他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	申込承諾書
記入表144-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない

※変更がない項目については、添付証明書は省略可能です。
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し
既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者

	商品区分
	別表1「対象製品分類」の申込製品に該当する小分類名　＜                  ＞　例.外衣
	
	

	
	用途：□乳幼児用(36ヶ月未満)／□成人用
	
	

	適用範囲
	申込み製品における皮革の面積が、着装時の表面積(リバーシブルの場合は両面積)の
□60％以上　□50％以上(手袋の場合)

※上記以外は、本商品類型の対象外となります。
	
	


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類

4-1．環境に関する共通基準と証明方法
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
革材料
	
	使用材料証明書
記入表144-2
	申込者

	
	
	原料供給および
染色証明書
記入表144-3
またはJESラベル認定証
	製革業者

	4-1.(2)
革材料の臭気
	
	試験結果
またはJESラベル認定証
	第三者試験機関

	4-1.(3)
革材料のホルムアルデヒド溶出
	
	試験結果
またはJESラベル認定証
	第三者試験機関

	4-1.(4)
革材料の重金属溶出
	
	溶出試験結果（鉛、カドミウム、水銀、ニッケル、コバルト、六価クロム、総クロム）
またはJESラベル認定証
＊鉛、カドミウム、コバルト、総クロムは色ごとに必要
	第三者試験機関

	4-1.(5)
革材料のペンタクロロフェノール溶出
	
	試験結果
またはJESラベル認定証
	第三者試験機関

	4-1.(6)
革材料のアゾ系染料の発癌性芳香族アミン溶出
	
	試験結果
またはJESラベル認定証
	第三者試験機関

	革材料の発癌性染料5種
	
	原料供給および
染色証明書
記入表144-3
またはJESラベル認定証
	製革業者

	4-1.(7)
革材料の染色堅牢度
	
	試験結果
またはJESラベル認定証
＊色、加工ごとに必要
	第三者試験機関

	4-1.(8)
接着剤のホルムアルデヒド放散
	
	使用材料証明書
記入表144-2で接着剤の使用がある場合は、
接着剤適合証明書
記入表144-4
	接着剤製造
事業者または
申込者

	繊維材料のホルムアルデヒド溶出
	
	使用材料証明書
記入表144-2で繊維材料の使用がある場合は、全ての繊維材料の
試験結果
	第三者試験機関

	4-1.(9)
繊維材料の染料
	
	染色証明書（繊維）
記入表144-5
＊裏地(人体に接する材料)
のみで可
	染色工場工場長

	4-1.(10)
繊維材料の加工
	
	製品加工内容証明書
記入表144-6
＊裏地(人体に接する材料)
のみで可
	繊維材料製造事業者または
申込者



	4-１.(11)
アフターサービス
	
	修理、補修、付属品交換を受け付けること及びその窓口について記載された該当部分（製品ラベル、下げ札、取扱説明書、パンフレットなどの原稿の写し）
	申込者

	4-１.(12)
長期使用に耐えうる
仕様
	
	衣料は革材料についてJIS K6553「衣料用革」の引張切断荷重、伸び、引裂荷重の試験結果、及びポケットや袖の縫目の強度について具体的な品質管理の方法を説明した文書
帽子はJIS K6553「衣料用革」の引張切断荷重、引裂荷重の試験結果
手袋は挿入部分などの強度について、具体的な品質管理の方法を説明した文書
ベルトはコバの染色摩擦堅ろう度の試験結果
	第三者試験機関
または申込者

	4-１.(13)
環境法規の順守
	
	環境法規順守証明書
記入表144-7
	最終製品
製造工場長

	4-１.(14)
製品および包装のプラスチック材料
	[製品のポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用]
□使用あり／□使用なし
※使用ありの場合は、右記添付証明書を提出してください。

［プラスチック包装材の使用 ]
□使用あり／□使用なし
※使用ありの場合のみ以下を記載してください。
プラスチック包装材の材質
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
［包装材のポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックの使用]
□使用あり／□使用なし
	[bookmark: _GoBack]ハロゲンを含むプラスチックの使用がある場合は、
（使用が無ければ不要）
記入表144-8
および
回収方法（連絡先、回収・リサイクルをする旨の記載など）を記載した製品ラベル、取扱説明書、パンフレットなどの原稿の写し
	申込者

	4-1.(15)
天然ゴム、金属のアレルギーに関する情報提供
	［天然ゴムの使用］
□使用あり／□使用なし

［金属の使用］
□使用あり／□使用なし

※使用ありの場合は、右記添付証明書を提出してください。
	天然ゴム・金属アレルギーに関する注意情報が記載された該当部分（製品ラベル、下げ札、取扱説明書、パンフレットなどの原稿の写し）
人体への接触頻度が少なく、アレルギー成分が染み出て人体に長時間触れる可能性がない場合は、それを説明した文書
	申込者

	4-1.(16)
素材名、取扱注意、手入れ・保管方法、ポリウレタン使用製品の製造年月の記載
	
	左記情報を記載した該当部分（製品ラベル、製品下げ札、取扱説明書、パンフレットなどの原稿の写し）
	申込者



	
4-2．品質に関する基準と証明方法

	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(17)
品質
	
	品質管理証明書
記入表144-9
	最終製造工場長または品質管理者

	
	
	品質規格の内容、
試験結果
	第三者試験機関または申込者など

	


5．配慮事項

認定の必須要件ではありませんが、製造にあたって配慮することが望ましい項目です。以下について各々の適応状況をご報告ください。

	配慮事項
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	左記内容の具体的な説明

	5.(1)
包装材の配慮
	［包装材の簡素化、軽量化］
□行っている／□行っていない

［包装材の繰り返し使用］
□行っている／□行っていない

［包装材のリサイクル容易性、異種材料の分離への配慮］
□行っている／□行っていない

［包装材の材質表示］
□行っている／□行っていない
	※包装材の材質と包装方法を記載してください。


	5.(2)
ゴム系接着剤のアレルギーへの配慮
	［ゴム系接着剤に含まれる添加物のアレルギーへの配慮］

□ゴム系接着剤を使用していない

□アレルギー性を確認し、使用しないようにしている

□アレルギー性を確認し、消費者に情報提供するなど配慮している

□特に確認や配慮をしていない
	※左記回答の理由など、補足がある場合は記載してください。

	5.(3)
ナッパラン加工などの表面加工における配慮
	［ナッパラン加工などの革の表面加工］

□表面加工を行っていない

□表面加工を行っているが、耐久性に配慮している

□表面加工を行っているが、耐久性に特に配慮していない
	※左記回答の理由など、補足がある場合は記載してください。

	5.(4)
過剰な装飾用部品の不使用
	［装飾用部品の使用数］

□装飾用部品を使用していない

□装飾用部品を使用しているが、使用数を減らすように配慮した

□装飾用部品の使用数を減らすことに配慮していない
	※使用している装飾用部品とその材質を具体的に記載してください。
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